
豊
中
市
教
委
は
、
現
在
、
老

朽
化
し
た
原
田
・
服
部
学
校
給

食
セ
ン
タ
ー
の
建
替
に
向
け
て
、

（
仮
称
）
豊
中
市
新
学
校
給
食

セ
ン
タ
ー
の
基
本
構
想
を
検
討

し
て
い
ま
す
。

10
月
に
「
（
仮
称
）
豊
中
市

新
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
基
本
構

想
の
提
言
（
中
間
報
告
書
）
」

を
受
け
、
「
（
仮
称
）
豊
中
市

新
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
基
本
構

想
（
素
案
）
」
を
策
定
し
て
い

ま
す
。

豊
中
市
の
Ｈ
Ｐ
で
（
中
間
報

告
書
）
（
素
案
）
も
見
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

上
記
の
期
間
で
市
民
・
市
内

に
勤
務
す
る
人
な
ど
か
ら
の
意

見
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

「
わ
た
し
の
意
見
を｣

学
校
給
食
に
直
接
か
か
わ
っ

て
い
る
教
職
員
と
し
て
、
「
わ

た
し
の
意
見
」
を
応
募
し
ま
し
ょ

う
。

教 え 子 を 再 び 戦 場 に 送 る な ！

２００７年１２月１４日
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新学校給食センター基本構想（素案）
に対する意見を募集―市教委

意見提出期間

07年12月6日（木）～25日（火）
豊中市ＨＰからメールで意見提出可能

他に郵便・ファックスも

おいしい給食

がいいな

食
器
が
熱
い
！



今
年
の
秋
季
年
末
闘
争

は
、
賃
金
引
き
上
げ
で
次

の
重
要
な
成
果
を
引
き
出

し
ま
し
た
。

（
１
）
給
料
表
を
、
07
年

４
月
１
日
か
ら
人
事
委
員

会
勧
告
通
り
改
定
（
若
年

層
に
限
定
し
た
改
定
）

（
２
）
給
料
月
額
を
、

①
07
年
４
月
１
日
を
基
準

と
し
て
２
号
給
引
き
上
げ

※
な
お
、
こ
れ
に
よ
る
効
果
は

お
よ
そ
35
歳
ま
で
の
職
員
は
全

員
生
じ
ま
す
が
、
「
現
給
保
障
」

適
用
職
員
に
は
基
本
的
に
効
果

は
あ
ら
わ
れ
ま
せ
ん
。

②
基
準
日
以
降
の
新
採
用
者
の

２
号
給
の
昇
給
抑
制
を
廃
止

（
３
）
３
人
目
以
降
の
扶
養
手

当
を
３
千
円
か
ら
６
千
円
に
引

き
上
げ

（
４
）
一
時
金
（
勤
勉
手
当
）

を
０
．
０
５
月
分
引
き
上
げ

（
年
間
４
．
45
月
→
４
．
50
月
）

以
上
の
改
善
に
よ
っ
て
、
８
年

ぶ
り
に
差
額
が
支
給
さ
れ
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

「
差
額
支
給
」

8
年
ぶ
り

差
額
っ
て
何

？

（１）各給料表を、本年４月１日に遡り増額改定。

初任給部分の1.2％をはじめ、32歳程度（0.1％）まで改定。

給料の基本給（月額）がアップ。

小学校教諭 初任給（2－17）

19万7400円→19万9700円(月額2500円ＵＰ）

事務職員（大卒）初任給（1－29）

17万6800円→17万8800円（月額2000円ＵＰ）

（２）号給の引き上げ

例（教諭25歳）

2－26号給（21万3700円）→2－28号給（22万円）

新採者の昇給（08年１月１日）も、

１号給から３号 給に改善

①

12
月
21
日
（
金
）

給
与
改
定
、
扶
養
手
当
、
一
時
金
０
．
０
５
月
分

②

08
年
１
月
17
日
（
木
）

２
号
給
引
き
上
げ
分

③

08
年
２
月
18
日
（
月
）

実
績
給
分

（
事
務
・
栄
養
職
員
の
時
間
外
手
当
差
額
）

約
10
万
円
程
の
差
額
支
給

差額支給日



や
め
て

大
型
開
発
・

大
企
業
応
援

発
着
回
数
か
ら
見
て
も
必
要
の

な
い
関
空
2
期
工
事
や
箕
面
の
自

然
を
破
壊
す
る
「
水
と
緑
の
健
康

都
市
」
な
ど
ム
ダ
な
大
型
開
発
に

莫
大
な
税
金
を
投
入
。
太
田
知
事

を
支
え
た
自
民
・
公
明
・
民
主
も

こ
う
し
た
施
策
に
賛
成
・
推
進
。

一
方
、
「
財
政
危
機
」
を
口
実

に
、
府
民
の
く
ら
し
・
福
祉
は
切

り
捨
て
て
き
ま
し
た
。

使
い
道
か
え
て
で
き
る

切
実
な
政
策

１
小
学
校
3
年
生
と
中
学
1

年
生
の
35
人
学
級
拡
大

年
間
45
億
円

２
府
立
高
校
授
業
料
年
3
万

円
値
下
げ
（
全
国
平
均
並
み
に
）

年
間
30
億
円

３
子
ど
も
の
医
療
費
助
成

小
学
校
入
学
ま
で

年
間
25
億
円

岩
国
（
山
口
）
座
間
（
神
奈

川
）
で
米
軍
再
編
に

怒

12
月
1
日
に
岩
国
で
1
万

1
千
人
が
、
2
日
座
間
で
1

万
3
千
人
が
米
軍
再
編
反
対

で
集
ま
り
ま
し
た
。

岩
国
で
は
国
が
約
束
し
て

い
た
新
市
庁
舎
建
設
補
助
金

を
、
市
長
が
米
艦
載
機
の
岩

国
へ
の
部
隊
移
転
に
反
対
す

る
と
カ
ッ
ト
。
カ
ネ
を
ぶ
ら

下
げ
て
国
い
い
な
り
に
な
る

よ
う
に
圧
力
を
か
け
て
き
ま

し
た
。
移
転
反
対
を
明
確
に

し
た
市
長
は
こ
の
間
も
市
民

の
審
判
を
受
け
て
再
選
し
て

い
ま
す
。
1
日
は
国
に
追
随

す
る
保
守
・
公
明
の
議
員
を

除
い
た
超
党
派
の
議
員
呼
び

か
け
で
「
怒
」
の
集
会
を
開

き
ま
し
た
。

座
間
で
は
米
軍
の
司
令

部
が
米
軍
キ
ャ
ン
プ
座
間
に

移
転
を
狙
っ
て
い
ま
す
。
米

軍
横
須
賀
基
地
で
は
原
子
力

空
母
の
母
港
化
が
た
く
ら
ま

れ
て
い
ま
す
。
な
し
崩
し
的

な
米
軍
基
地
強
化
の
動
き
に

対
し
、
首
都
圏
か
ら
2
日
に

1
万
3
千
人
が
大
集
合
し
ま

し
た
。

広
島
で
は
10
月
に
岩
国
基

地
所
属
の
米
兵
4
名
が
集
団

で
若
い
女
性
に
性
的
暴
行
を

く
わ
え
る
と
い
う
事
件
が
起

こ
っ
て
い
ま
す
。
横
須
賀
で

も
06
年
米
兵
に
よ
る
女
性
殺

人
事
件
（
裁
判
中
）
が
お
こ

り
ま
し
た
。

米
軍
基
地
を
か
か
え
る
地

域
で
「
怒
」
の
行
動
が
広
が
っ

て

い

ま

す
。

日本・世界で あまり報道されていない情報

知
事
選
挙
（
1
／
27
投
票
）

Ｐ
Ａ
Ｒ
Ｔ

Ⅴ

お
金
の
使
い
道
を
か
え
る
と

で
き
る
こ
ん
な
こ
と

収入30万円の家

計にたとえるなら

400円、300円、

250円の支出です。



社
会
の
教
科
書
に
も
出
て
く

る
僧
・
行
基
。
奈
良
時
代
の
東

大
寺
大
仏
建
立
に
か
か
わ
っ
た

り
、
関
西
地
方
を
中
心
に
貧
民

救
済
や
治
水
、
架
橋
な
ど
の
社

会
事
業
に
活
動
し
た
り
し
た
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。

豊
中
に
も
僧
・
行
基
に
ま
つ

わ
る
お
話
が
あ
り
ま
す
。

鯉
伝
説
と
行
基

庄
本
町
（
豊
中
南
部
地
域
）

に
あ
る
椋
橋
神
社
に
は
、
僧
・

行
基
と
鯉
に
ま
つ
わ
る
伝
説
が

あ
り
ま
す
。

行
基
が
諸
国
を
巡
り
、
各
地

に
橋
を
築
く
な
ど
の
事
業
に
努

め
て
い
た
際
、
こ
の
地
で
も
猪

名
川
に
橋
を
か
け
よ
う
と
し
ま

し
た
が
、
水
の
流
れ
が
速
く
て

う
ま
く
い
き
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
、

椋
橋
神
社
に
お
祈
り
し
た
と
こ

ろ
、
ど
こ
か
ら
と
も
な
く
た
く

さ
ん
の
鯉
が
集
ま
っ
て
魚
橋
を

つ
く
り
、
工
事
が
見
事
に
完
成

し
た
と
い
う
こ
と
で
す
。
ま
た

一
説
に
は
、
猪
名
川
が
大
洪
水

と
な
り
橋
が
流
さ
れ
た
と
こ
ろ
、

鯉
が
群
れ
を
な
し
背
を
連
ね
て

橋
を
つ
く
り
、
行
基
を
無
事
に

渡
し
た
と
も
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

行
基
開
設
「
萩
の
寺
」

阪
急
曽
根
駅
近
く
に
あ
る
通

称
「
萩
の
寺
」
と
呼
ば
れ
る
東

光
院
は
天
平
７
（
七
三
五
）
年
、

行
基
開
創
に
よ
る
も
の
で
す
。

元
は
大
坂
豊
崎
（
現
在
の
北

区
中
津
）
に
あ
り
ま
し
た
が
大

正
３
（
一
九
一
四
）
年
、
阪
急

電
車
宝
塚
線
が
開
通
し
、
小
林

一
三
翁
の
町
づ
く
り
構
想
に
基

づ
き
、
現
在
地
に
移
転
し
た
も

の
で
す
。

も
と
も
と
あ
っ
た
豊
崎
あ
た

り
は
、
古
く
か
ら
死
人
が
出
る

と
淀
川
河
畔
に
捨
て
て
し
ま
う

風
習
が
あ
り
、
「
浜
の
墓
」
と

も
呼
ば
れ
て
お
り
、
行
基
が
こ

の
地
を
訪
れ
た
と
き
、
浜
に
風

葬
さ
れ
て
い
る
光
景
を
見
て
、

民
衆
に
我
国
で
初
め
て
火
葬
の

方
法
を
伝
授
し
た
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
。
行
基
は
荼
毘
に
付
し

た
死
者
の
霊
を
な
ぐ
さ
め
る
た

め
、
自
ら
一
体
の
薬
師
如
来
像

を
造
り
、
そ
の
仏
前
に
淀
川
水

系
に
群
生
す
る
萩
を
手
折
り
供

え
、
そ
れ
を
縁
に
人
々
が
浄
財

で
薬
師
堂
を
建
立
し
た
の
が
東

光
院
の
始
ま
り
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
。

伊
丹
に
あ
る
昆
陽
池
は
行
基

の
指
導
に
よ
る
た
め
池
で
す
。

《
参
考
・
引
用
》

豊
中
市
広
報

東
光
院
「
萩
の
寺
」
Ｈ
Ｐ

よ
り

豊
中
ゆ
か
り
の
人

四

鯉
伝
説
と
萩
の
寺

僧
・
行
基


